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このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出展を明記していただけるとありがたいです。 1 

そ
う
じ
の
力
で
培
っ
た
こ
と
の
発
揮
の
場
が
、
コ
ロ
ナ
対
策 

～
モ
ノ
を
減
ら
す
こ
と
、
決
め
た
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
、
皆
で
協
力
し
合
う
こ
と
～ 

島
根
県
西
部
で
路
線
バ
ス
と
長
距
離
バ
ス

を
運
行
す
る
石
見
交
通(

株)

。
他
に
も
、
旅

行
代
理
店
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
、
八

つ
の
関
連
会
社
を
擁
す
る
総
員
三
二
〇
名

の
企
業
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

八
年
前
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
「そ
う

じ
の
力
」に
取
り
組
み
、
各
事
業
所
単
位
、

も
し
く
は
合
同
で
、
積
極
的
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
お
客
様
を
運
ぶ

バ
ス
事
業
者
と
し
て
、
感
染
対
策
は
と
て
も

重
要
な
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
社
で
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
「そ
う
じ
の
力
」の
活
動
に
取

り
込
み
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
経
理
部
。 

こ
れ
ま
で
も
、
整
理
＝
つ
ま
り
不
要
な
も

の
を
捨
て
る
こ
と
で
、
ス
ペ
ー
ス
が
拡
が
り
、

作
業
効
率
の
良
い
職
場
が
作
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
書
類
の
整
理
が
進
み
、
デ
ス
ク
の

上
に
は
何
も
な
い
「机
上
ゼ
ロ
」や
、
キ
ャ
ビ

ネ
の
扉
を
取
り
外
し
て
、
中
身
を
露
出
さ

せ
、
外
か
ら
中
身
が
わ
か
り
や
す
く
取
り
出

し
や
す
い
「ド
ア
ゼ
ロ
」な
ど
、
特
徴
的
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
、
書
類
を
電
子
化
す
る
こ
と

で
、
「モ
ノ
を
介
し
た
接
触
＝
感
染
リ
ス
ク
」

を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
気
づ

き
、
こ
れ
ま
で
郵
送
で
送
っ
て
い
た
書
類
を
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
て
メ
ー
ル
で
送
る
な
ど
、
電
子
化

を
進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
万
が
一
、
社
内
で
感
染
が
疑
わ
れ

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
社
員

が
出
た
場
合
に
備
え
て
、
感
染
ル
ー
ト
を
特

定
し
、
濃
厚
接
触
者
を
割
り
出
す
た
め
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
ま

し
た
。 

そ
し
て
、

こ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
使
っ

て
の
模
擬

訓

練

も

行
っ
て
、
実

際
に
感
染

者
が
出
た
場
合
に
も
、
正
確
に
遅
滞
な
く

調
査
が
で
き
る
よ
う
に
、
備
え
て
い
ま
す
。 

営
業
所
に
お
い
て
は
、
バ
ス
車
内
の
清
掃

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

車
内
の
換
気
扇
は
、
フ
ァ
ン
を
取
り
外
し

て
、
羽
根
の
一
枚
一
枚
も
丁
寧
に
拭
き
あ
げ

ま
す
。
座
席
の
座
面
を
取
り
外
し
、
座
面
の

裏
側
も
キ
レ
イ
に
そ
う
じ
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
消
毒
作
業
も
し
っ
か
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

運
転
士
の
有
志
が
呼
び
か
け
て
、
シ
フ
ト

勤
務
で
待
機
中
の
運
転
士
や
、
事
務
員
な
ど

も
参
加
し
て
、
皆
で
協
力
し
て
車
内
清
掃
に

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

と
い
っ
て

も
、
一
人
あ

た
り
の
参
加

時
間
は
一
〇

～

一

五

分

程
度
で
、
入

れ
替
わ
り
立

ち
替
わ
り
の

作

業

な

の

で
、
累
計
一
八
名
も
の
参
加
者
が
い
て
も
、

「三
密
」は

回
避
で
き

て

い

ま

す
。 ま

た
、

あ
る
営
業

所

で
は
、

管

轄

区

域
の
あ
る

バ
ス
待
合

所
が
老
朽

化

し
、
リ

フ
ォ
ー
ム

す
る
こ
と

を
発
案
し

ま
し
た
。 

す

る

と
、
市

が

材

料

代

を
負
担
し

て
く
れ
る

こ
と
に
な

り
、
さ

ら

に
、
地
元
の
住
民
の
方
や
大
工
さ
ん
な
ど
が

一
緒
に
作
業
を
し
て
く
れ
て
、
会
社
の
枠
組

み
を
超
え
て
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う

で
す
。 

ま
た
、
同
社
で
は
、
石
見
銀
山
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
の
受
託
運
営
も
行
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
セ
ン
タ
ー
で
も
会
社
の
枠
を
超
え
た

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「鞆
の
浦
」と
い
う
、
世
界
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
い
る
港
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
鞆
の

浦
周
辺
の

道
路
や
ト

ン

ネ

ル
、

案
内
看
板

な
ど
の
そ

う
じ
を
し

た
そ
う
で

す
。 本

来
、

遺
産
セ
ン

タ

ー

は
、

セ
ン
タ
ー
の
建
物
お
よ
び
周
辺
の
管
理
運
営

が
仕
事
で
す
か
ら
、
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
は

な
い
の
で
す
。 

し
か
し
、
同
社
社
員
の
発
案
は
、
実
際
に

世
界
遺
産
の
現
場
に
行
っ
て
そ
う
じ
を
す
る

こ
と
で
、
現
場
が
キ
レ
イ
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
た
ち
自
身
が
そ
の
現
場
の
良
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
訪
れ
た
お
客
様
た
ち

に
、
自
信
を
も
っ
て
お
勧
め
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

同
社
の
小
河
英
樹
社
長
は
、
「そ
う
じ
の

力
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を
発
揮
す
る
場
が
、

ま
さ
に
コ
ロ
ナ
対
策
だ
っ
た
。
モ
ノ
を
捨
て
る

こ
と
、
決
め
た
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
、
皆

で
協
力
し
合
う
こ
と
な
ど
、
す
べ
て
が
コ
ロ
ナ

対
策
に
生
き
て
い
る
」と
仰
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
同
社
で
は
、
「そ
う
じ
の
力
」
の

活
動
の
軌
跡
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
小

冊
子
を
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
社
員
の
皆
さ
ん

の
表
情
が
イ
キ
イ
キ
と
し
て
、
と
て
も
素
敵

な
小
冊
子
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
に
差
し

上
げ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
送
付
先

と
希
望
冊
数
を
明
記
の
う
え
小
早
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。  

 
 
 
 

 
 
 
 

（小
早
） 

新
サ
ー
ビ
ス
『環
境
整
備
診
断
』は
じ
め
ま
し
た
！
御
社
の
「健
康
状
態
」を
環
境
整
備
の
観
点
で
診
断
し
、
改
善
策
を
ご
提
案
し
ま
す
。
詳
し
く
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

支
援
事
例
紹
介 

VOL.190 

万が一の時に備えたヒアリング訓練 
バス車内の清掃のようす 

バスの待合所（ビフォア） バスの待合所（アフター） 

世界遺産の案内看板の拭き掃除 
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株式会社そうじの力 

  そうじで組織と人を磨く、ああああああ

ああ 日本で唯一の研修会社 

弊社は“そうじ＝環境整備”を通じ

た「企業風土改革」を支援します。 

講義、実習、チームミーティング、

計画作り、現場検証を通じて、社長と

社員の意識改革を図り、健全な企業風

土作りをお手伝いします。 

支援期間は1年から。毎月1回訪問を

原則としますが、状況とご要望に応じ

て、プログラムをオーダーメイドしま

す。また各種団体向けの講演のご依頼

も受け付けております。（全国対応） 

そうじの力だより第190号 2021(令和3)年5月1日発行 発行者：小早 祥一郎（株式会社そうじの力 代表取締役） 

〒370-0078 群馬県高崎市上小鳥町307-1 TEL:050-3709-2333 FAX：050-6868-2721 メール：info@soujinochikara.com 
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にて、最新情報配信中！ 

そうじの力 

編集後記 

大人のオモチャ 

 生まれて初めて、電動アシスト自転車を購入しました。

妻のものなので、当初は

いわゆる「ママチャリ」タ

イプを想定していたので

すが、買いに行った店

で、妻が「これがいい」と

指差したのは、スポーツ

タイプの電チャリ。 

 買って乗ってみると、まあその軽快なことにビックリ！遠

距離も上り坂もへっちゃらで、乗るのが楽しい！ 

 そこで、もう一台、まったく同じモデルの色違いを自分用

に購入し、存分に楽しんでいます。         （小早） 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

チ
ャ
ン
ネ
ル
公
開
中
！
た
く
さ
ん
の
企
業
の
「そ
う
じ
の
力
」の
導
入
事
例
を
動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
「
そ
う
じ
の
力
」で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出展を明記していただけるとありがたいです。 
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飛鳥のつぶやき 

ポンコツ涙腺 

 この春、長男が年少組になりまし

た。身長も100cmを超え、子のタ

ケノコのような成長の速さに驚い

ています。 

 入園式で年長さんが園歌を歌っ

てくれたのですが、我が子が歌っ

ているわけでもないのに、涙腺が

大忙しで大変でした。 

 「はじめてのおつかい」も、とうと

う涙なしでは見られないようになっ

てしまい、この調子でこれからの各イベントを一体どう

やって乗り切ればいいんだ…！           （大槻） 

今月の読書から 『「アメリカ」の終わり』山中泉 著 

～アメリカはすでに、内戦状態に入った～ 

 在米30年の

日本人経営者

が、現在アメリ

カで起こって

い る 現 実 を

語 っ て い ま

す。コロナ禍と

大統領選挙に

よって、アメリ

カは内戦状態

に入った、との

こと。以下、引

用します。 

〈このブラック・ライブズ・マター（BLM）

は、一般的には「黒人の命は大事だ」と

いうスローガンだと思われているが、正

確ではない。（中略）実際には、このよう

な黒人差別反対運動という誰も異論を

唱えることのない主張を建前として、過

激な破壊活動、社会システムの破壊、

警官隊への投石、火炎瓶の投下、警察

署やパトカーへの放火、一般商店の破

壊、略奪、放火、市民たちへの暴行を

行っているのが実態だ。現在、BLMは米

国最大の圧力団体になっている。〉 

〈現在、テレビ媒体の90％は6社によって

支配されている。（中略）この6社中5社

がリベラルで、民主党支持、反トランプと

な る。保 守 系 メ デ ィ ア は、フォ ッ ク ス

ニュースを持つNews-Corpだけである。〉 

〈ジョージ・オーウェルが全体主義の近

未来を書いた「1984」の管理社会がアメ

リカで始まっている。以前からフェイス

ブック、ツイッター、グーグルは、自ら支

援してきた民主党に対決してきたトラン

プ大統領と共和党議員、保守派トランプ

支持者たちのアカウントを「検閲」して、

それら反対陣営の主張を「ファクトチェッ

ク」をしたと称し事実ではないとして削除

してきた。（中略）すでに中国やかつての

ソビエト連邦では常態化されてきたメ

ディアの検閲。今回は、ソーシャル・メ

ディアによる検閲が始まっている。〉 

〈米公衆衛生責任者や州知事たちは「コ

ロナのすべての原因を止める」と語って

いるが、これは社会を破滅に導く。以前

行われたようなロックダウンを再開する

ことは、恐ろしく社会にダメージを与え

る。さらに深刻なことは、6月には18歳か

ら24歳までの若者の25％がこのロックダ

ウン中、自殺を考えたことがあるという統

計が出ている。「ロックダウンというの

は、金持ちの贅沢」という側面がある。つ

まり富める者よりもワーキングクラスが、

はるかに大きいダメージを受ける。〉 

〈過去10年間にさまざまなウィルスが出

現しました。（中略）いつもパターンは同

じでした。恐怖に満ちた予想が発表され

て、死と破壊の恐怖の報道が流されま

す。（中略）そして次の段階はワクチンが

開発されます。（中略）ワクチンが救世主

のように描写されるのです。〉 

〈アメリカは現在、二つの戦いに直面して

いるという見方がある。一つはアメリカ内

部の敵、そしてもう一つは外部の敵。ア

メリカ内部の敵に関しては、過激な主張

でアメリカの憲法や民主主義を否定し、

この国を全体主義の方向へ持っていこう

としている左派勢力だ。そして外部の敵

は、ロシアやイランもあるが、最大の脅

威は中国共産党政府だ。〉 

 決して対岸の火事ではありません。わ

が事として捉えるべきでしょう。  （小早） 
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